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気候市民会議を日本に根付かせる― その意義と課題－
パネルディスカッション

気候民主主義

コメント

発表

脱炭素かわさき市民
会議からの教訓

欧州市民会議、枠組み、
日本への教訓

市民熟議における
専門家の役割

第８回かわさき環境フォーラム 環境講座
から

気候市民会議

2021 年 10 ⽉ 23 ⽇『脱炭素かわさき市⺠会
議』を終えて 参加市⺠、主催者、専⾨家、ファ
シリテーター、事務局スタッフ等集合写真. 
https://cdn.goope.jp/61503/2112031328
14-61a99cdeb802b.pdf
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英国での気候市民会議

資料：KNOCA. Local and regional climate assemblies. https://knoca.eu/local-and-regional-climate-assemblies/; Citizens' Assemblies 
worldwide. https://www.buergerrat.de/en/background/citizens-assemblies-worldwide/をベースに作成
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開催地

ネットゼロ宣言をした多くの自治体で市民の意見を聞くための気候市民会
議が開かれている。
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ネットゼロ宣言＋気候市民会議＋行動計画

(ロンドン自治区はアンダーラインと斜字）

(開催年の色分け：2019年；2020年；2021年；2022年)



札幌市：2020年11月ー12月

川崎市:2021年6月ー10月

日本における気候市民会議の実施状況

所沢市：2022年8月－12月

江戸川区：2022年8月－11月（適応）

武蔵野市：2022年7月－11月

つくば市：2022年7月
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スコットランド市民会議のガバナンスモデル
ガバナンスモデル – 現在のスコットランド議会チーム

スコットラ
ンド議会 スコットランド政府
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 日本へ導入する意義は何か 市民力は政策推進力
たり得るか？

 日本で市民熟議型気候会議を推進するには何が必
要か、課題をどうクリアし政策プロセスに入れ込む
か？

 環境政策科学の側面からどう取り組むか？

☞ 民主主義統治制度の観点から、地域活性化、
脱炭素転換における需要側方の取り組みとして
など。

パネル論議


